
為替週間展望＝ドル円は高値圏でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［７月１１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 4 日～ 7 月 8 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  135.27   136.36( 5)    134.79( 4)    135.61   +0.40

ユーロ・ドル  1.0423   1.0463( 4)    1.0140( 8)    1.0165   -0.0249

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    26,517.19     +581.57     日本10年債利回り   0.244   +0.018

ダウ平均株価    31,384.55     +287.29     米10年債利回り     2.995   +0.114

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１１日　日本５月機械受注高

　　　　日銀支店長会議、黒田総裁あいさつ

　　　　７月の地域経済報告（さくらリポート）公表

１２日　独７月ＺＥＷ景況感指数

１３日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　中国６月貿易収支

　　　　英５月鉱工業生産指数、英５月製造業生産指数、英５月貿易収支

　　　　独６月消費者物価指数確報値

　　　　スイス６月生産者・輸入価格

　　　　ユーロ圏５月鉱工業生産指数

　　　　米６月消費者物価指数

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　米６月財政収支

　　　　米バイデン大統領が中東を歴訪（１６日まで）

１４日　豪６月雇用統計

　　　　日本５月鉱工業生産指数確報値

　　　　米６月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

　　　　カナダ５月製造業出荷

１５日　中国第２四半期期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　中国６月鉱工業生産指数、中国６月小売売上高

　　　　ユーロ圏５月貿易収支

　　　　米７月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米６月小売売上高、米６月輸入価格指数

　　　　カナダ５月卸売売上高

　　　　米６月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米７月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

　　　　２０カ国・地域（Ｇ２０）財務相・中央銀行総裁会議（１６日まで）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】７月のＦＯＭＣでの０．７５％の利上げはほぼ確実な情勢とみられ

る。一方で日銀の金融緩和姿勢に変化はなく、ドル円は底堅い推移を続けることなろ

う。ドル円は高値警戒感から売られる可能性はあるものの、大きな崩れは想定しにく

く、ドル円はもみ合いながら上値を追う展開が見込まれるとした。

　　　　

【米消費者物価指数に注目】

　インフレ抑制のための各国の利上げ姿勢が景気後退への警戒感につながっている。米

連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長が、６月２９日に欧州中央銀行（ＥＣ

Ｂ）フォーラムで、景気の減速があってもインフレ抑制をより重視する姿勢を示したこ
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とで、米国をはじめとする株式市場には重石となっている。

　　

　景気減速のリスクよりもインフレ抑制を重視する姿勢がＦＲＢ当局者の間でも広がっ

ている。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、７月２６～２７日の米連邦公開市場委員会（Ｆ

ＯＭＣ）での０．７５％の利上げ確率は９３％前後に上昇しており、７月の０．７５％

の利上げはほぼ確実な情勢とみられる。

　　

　利上げによる景気減速が意識されて、米国株は伸び悩みを見せている。リスク回避の

動きから米１０年債利回りは６日に一時２．７４％前後まで低下したが、その後は３％

前後まで上昇している。リスク回避の動きからドルと円が買われやすい状況となってお

り、ドル円はドル買いと円買いの動きが交錯する中、１３５～１３６円台での推移が続

いている。

　　

　６日（日本時間の７日午前３時）に６月１４～１５日開催のＦＯＭＣ議事要旨では、

「７月ＦＯＭＣで０．５０％または０．７５％ポイントの引き上げの可能性がある」

「利上げが一時的に成長を鈍化させる可能性を認識」「インフレが２％に下がるには時

間がかかる」といった点が明らかになった。これといったサプライズはなく、おおむね

市場の想定通りの内容となり、影響は限定的となった。

　　

　１１日の週の最大の注目材料は、１３日の米６月消費者物価指数となりそうだ。大方

の事前予想では前年比＋８．８％となっており、前回の＋８．６％から一段と上昇する

見通しとなっている。一方で、コア指数は前年比＋５．７％となっており、前回の＋

６．０％から低下する見通し。エネルギー価格のピークアウトの可能性が出てきて、コ

アは前年比で低下する見通しとなっている。米消費者物価指数が市場予想を下回るとド

ル買いの流れが一服する可能性が出てくる。一方で、市場予想を上回るとドル買いに傾

くこととなろう。

　　

　ＦＲＢによる利上げペース鈍化の可能性はあるものの、利上げは継続する可能性が高

く、ドルの底堅い推移は続きそうだ。ドル円は歴史的な高値圏にあり、テクニカル面か

ら売りに押される可能性もある。そうした中、ドル円は引き続き高値圏でのもみ合いが

続く展開となりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１３４．００～１３９．００

円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１１日に日本５月機械受注高、１３日に

米６月消費者物価指数、米６月財政収支、１４日に日本５月鉱工業生産指数確報値、米

６月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数、１５日に米７月ＮＹ連銀製造業景気指

数、米６月小売売上高、米６月輸入価格指数、米６月鉱工業生産・設備稼働率、米７月

ミシガン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは一段安か】

　ユーロドルは５日にユーロ圏の景気減速への警戒感から欧州株が大きく下落して、ユ

ーロドルも売りに押された。ユーロドルは大きく値を崩して、１．０４台半ばから１．

０２３５付近まで大きく下落した。その後もユーロ売りドル買いの動きから１．０２０

０ドルを割り込み、１．０１４４付近まで下落した。ユーロドルは２００２年１２月以

来、約２０年ぶりの安値圏に沈んでいる。

　　

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）でもインフレ抑制に舵を切り、利上げに動くことが見込まれ

ており、景気後退への警戒感が広がっている。世界各国で景気減速が警戒される中、リ

スク回避の動きからドルが買われやすくなっている。こうした中、ユーロドルは１ユー

ロ＝１．００００ドル（パリティ）に向けて、一段と下落する展開が見込まれる。ユー

ロドルの目先の予想レンジは、１．００００～１．０４００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１２日に独７月ＺＥＷ景況感指数、１３日

にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、中国６月貿易収支、英５月鉱工業生産指数、英

５月製造業生産指数、英５月貿易収支、独６月消費者物価指数確報値、スイス６月生産

者・輸入価格、ユーロ圏５月鉱工業生産指数、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、１４日

に豪６月雇用統計、カナダ５月製造業出荷、１５日に中国第２四半期期国内総生産（Ｇ

ＤＰ）、中国６月鉱工業生産指数、中国６月小売売上高、ユーロ圏５月貿易収支、カナ

ダ５月卸売売上高などがある。
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